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スロットゲーム改造編

以前作成したスロットゲームは「777」や「333」などぞろ目で当たりになるが、遊んでみると、なかなかあたりが出ない。1から999までに111から999までのあたりで大体1/100の確立です。

大当たりとしてはちょうどいいので、「○７７」や「７７○」などの数字２文字そろいの小当たりを作成したいと思います。

まず、前回学習した文字列操作で、3桁の数字を文字列に変換し判定させて見ましょう。
10 X=377

20 X$=STR$(X)

30 A$=MID$(X$,3,1)

40 PRINT A$

50 B$=MID$(X$,4,1)
60 PRINT B$

70 IF A$=B$ THEN PRINT "Atari" ELSE PRINT “Hazure”
このプログラムでは、3桁の数字のうち、十の位と一の位が同じであるか判定されます。入力が終わったら、10行のXに入力する値を変更して動作確認しましょう。255や366などそろった数字にしてみたり、123や845などぜんぜんそろってない数字に変更して実行結果を確認しましょう。

同様に、百の位・十の位を判定するプログラムです。

10 X=377

20 X$=STR$(X)

30 A$=MID$(X$,2,1)

40 PRINT A$

50 B$=MID$(X$,3,1)
60 PRINT B$

70 IF A$=B$ THEN PRINT "Atari" ELSE PRINT “Hazure”
前と同じく数字を入力して試して見ましょう。
二つのプログラムを合成すると以下のようになります。

10 X=377

20 X$=STR$(X)

30 A$=MID$(X$,2,1)

40 B$=MID$(X$,3,1)

50 C$=MID$(X$,4,1)

60 IF A$=B$ THEN 100

70 IF B$=C$ THEN 100 "Atari" ELSE PRINT “Hazure”
80 END
90 PRINT “Atari”
入力が終わったら、Xの値を各種変更して動作確認してください。
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